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社会科固有の 「読解力」 形成のための授業構成 と実践分析 ( VI )
一第 4 学年単元 「天空の城 (竹田城) のあるまち ・ 朝来市」 の場合一

開 、告 和* 原 田 智 仁* 吉 水 裕 也* 米 田 豊*
重 枝 孝 明** 浅 野 光 俊** 森 清 成**

戸 出 彰 男*** 井 元 康 行*** 小 寺 研**** 

本研究は, 社会科授業の開発 と分析 を通 し て, 「社会科固有の読解力」 と は何かを解明 し よ う とす るものであ る。 本研

究を始めるにあたり , 「社会科固有の読解力」 について, 次の仮説を立てている。

( 1 ) 社会科固有の読解力は, 対象に即 し た科学的理論 をベースに し て形成 さ れる。

( 2 ) 社会科固有の読解力は, 専心的な体験 ・ 表現活動ではな く , 分析的な探究活動を通し て形成さ れる。

( 3 ) 社会科固有の読解力により 形成 さ れる認識は, 主観的知識の増殖ではな く , 客観的知識の成長である。

上記の仮説に基づき , 第 6 年次と なる今年度は, 第 4 学年単元 「天空の城 (竹田城) のあるまち ・ 朝来市」 の開発 ・ 実

践を行 っ た。 対象 と し て竹田城観光 を通 し た朝来市のま ちづ く り を設定 し , 「観光客誘致をめ ざす朝来市がなぜ竹田城の

観覧料 を徴収す るのか」 を主発問に, 公 ・ 商 ・ 共 ・ 私の立場から読解 を試みた。 その結果, 単元構成に課題はあるも のの, 

教師の期待す る読解にほぼ成功 し た。 
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1 問題の所在

本研究は, 社会科固有の読解力形成のあり 方を探るも

のである。 大学と附属学校の連携によ る社会科授業研究

は, テーマ を 「社会科固有の読解力形成のための授業構

成と実践分析」 と し て進めている。 昨年度は, 小学校第

3 学年単元 「お店のひみつにせま る ! 」 において, 読解

力形成過程について, 客観的な知識の成長を評価するた

めに , 中心教材 と し て , チ ェ ー ン店展開 を し てい る スー

パーマ ーケ ッ ト S 店と , フ アーマーズマーケ ッ ト F 店 を

中心に取り 上げ, 立地戦略に追っ た。

昨年度の研究の成果と し て, 大き く 次の三点が挙げら

れる。 第一 に, 近接立地する二つの商店の見学と資料読

解を通 し て, 商店の秘密 (販売戦略) に関する理論一 経

営理念 ・ 場所 ・ 商品 ・ 販売促進 ・ 価格の 5 つの P の習

得に学級全体と し て成功し たこ と である。 第二に, 商店

の販売戦略に関する子 どもの読解は, 情報の収集→情報

の解釈→推論の省察と いう 段階を踏んで深めら れるこ と

が改めて確認 さ れたこ と であ る。 その点で , 子 ども の読

解力の形成過程を評価す る方法と し て, 毎時間毎に①今

日の授業でわかっ たこ と , ②考え たこ と , ③こ れから知

り たいこ と等 をワーク シー ト に記録させ, 保存する こ と

の意義 も確認 さ れた。 第三に, 子 どもの的確な読解 を促

し , 科学的認識形成 (理論的知識の習得 ・ 活用) を保証

するためには, 教師によ る発問と資料の提示が不可欠な

こ と が, 商店の見学 を伴う 中学年の地域学習においても

確認 さ れたこ と である。 社会見学を単なる活動主義に陥

らせないためには, そのねらいや意義付けが重要になる。 

通常, それは問題発見と仮説検証と に大別 さ れるが, 本

研究では商店見学のねらい を問題発見と仮説形成と位置

付け , 仮説検証のための資料については別途教師が提示

する形で授業を進めた。 その結果, 商店の見学と そこ か

ら得ら れた情報が, その後の学習の中で繰り 返 し想起さ

れ参照 さ れる こ と になり , 活発な探究 を生む要因にな っ

た。 他方で , 課題も指摘 さ れた。 その最たるも のが授業

構成に関す る課題である。 と り わけ終結部の取扱いにつ

いて, 展開部の学習 を整理 ・ 要約す る形で終わらせる構

成の限界が明 らかにな っ た。 つまり 概念等の理論的知識

を含め, 習得 し た知識を文章や画像にま と めたり , 人前

で発表させたり する方法は, 活動的であるだけに子 ども

も教師も納得 しやすいのが実情である。 だが, その納得

は活動自体にあ っ て認識にあ るのではない。 し たがっ て, 
大がかり な活動の割には, 認識内容が陳腐 な事例 も少な

く ないのであ る。 幸いに し て , 本事例はその弊 を免れた

も のの, ねらい を習得 し た知識の整理 ・ 要約ではな く , 
知識の活用に置いていたな らば, 更な る認識の深化 を伴

う 読解力形成が可能にな っ た ものと 推察 さ れる。

そこ で , 今年度は, 昨年度の反省 を踏まえ て, こ れま

での研究成果を活かせるよ う に, 第 4 学年単元 「天空の

城 (竹田城) のあるまち ・ 朝来市」 において, 読解力形

成過程について, 客観的な知識の成長 を評価す るために, 
次の手順で研究に取り 組むこ と にした。

① 「天空の城 (竹田城) のあるまち ・ 朝来市」 の単元 を

設定し , 史跡保護と 環境整備の内容を把握でき る単元

構成を共同で立案する。

②本研究の中心教材と し て, 竹田城の観覧料徴収開始の

ニュ ースを取り 上げ, 資料を収集する。

③授業実践の過程は, 子 ども の読解の過程がた どれるよ

う に , 子 ども自身の考え を表現 さ せ, ワ ーク シー ト
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(授業記録) をポー ト フ ォリ オ的に保存する。

④教師は, プリ ン ト 配布資料の読み解き過程 と子ども の

ワ ーク シート を質 と 量の両面から分析 し , 読解の成長

過程を把握 し , 評価す る。

⑤読解力形成のための授業構成を評価 し , 次の実践に活

かせるよう にする。 (開 浩和) 

2 授業構成のねらいと実際

2.1 教材解釈

本単元は, 竹田城のある朝来市の人々のく ら しについ

て, 見学や調査, 資料の活用な どをと お し て, 「朝来市

は, 行政 ・ 事業者 ・ 地域住民が協力 し ながら , 竹田城を

地域の資源と し て保護 ・ 活用 し , まちづ く り に生かし て

い るこ と がわかる」 こ と をねらい と し てい る。

子 ども たちは, 前単元 「県の広がり」 において, 兵庫

県には多 く の産業や特産物 ・ 観光名所があるこ と を知り , 
兵庫県内の様々な地域への関心を高めるこ と ができ た。 

本単元で取り 上げる竹田城に関し ては, 学級の約 7 割の

子 ど も が知 つてお り , その主な内容は, 「日本のマ チ ユ

ピチ ユや天空の城と 呼ばれてい る」 「雲海が見 ら れる」

な どであ っ た。 竹田城は近年 , メ ディ アに取り 上げら れ

るこ と が多 く , 子 ども たちはテ レ ビで目に し たり 家族で

話 し たり し てい るこ と が考え ら れる。

竹田城は, 国の史跡に指定 さ れてい る朝来市の山城遺

跡であり , 雲海に包ま れた姿や竹田城から見下ろす風景

は, ま さ に 「天空の城」 を思わせる。 近年は, 日本城郭

協会から日本100名城に選定 さ れたり , 映画のロ ケ地や

企業のC M な どに も使われたり し て注目 を浴び, 人気 を

博している。 平成21年度までは年間 2 万人前後であった

入場者数も , 平成21年度以降激増しており , 平成24年度

には23万人, そ して, 平成25年度は11月末の段階で40万

人を突破 し た。 朝来市では, 「観光ま ちづ く り (地域が

主体と な っ て , 地域の資源を生かす こ と によ り , 交流を

振興 し , 活力あるま ち を実現 させる運動)」 と いう 考え

方のも と , 市によ る 「天空バス」 の運行や商工会によ る

竹田駅周辺の飲食業の誘致, 地域の人々によ るボラ ンテ ィ

ア活動な ど, 行政 ・ 事業者 ・ 地域住民が協力 し てまちづ

く り を進めている。 しかし , 観光客が急増したこ と によ っ

て , 城跡の石垣崩落な どの史跡保護にかかわる問題や近

隣道路の渋滞 ・ 違法駐車と い っ た問題も起こ っ ており , 
対応に追われてい る状況も あ る。 そのよ う な中, 朝来市

は, 平成25年10月から史跡保護や環境整備の費用の一部

を観光客に負担 し て も ら う ため, 観覧料の徴収を始めて

いる。 こ のよ う な, 朝来市の人々のまちづ く り 及び問題

に対する具体的な取り 組みは, 人々が協力 し て竹田城を

保護 ・ 活用 し , ま ちづ く り に生かし てい るこ と を理解さ

せるのに適 した教材だと いう こ と ができ る。 本単元の学

習 を展開 し てい く にあたっ て, 次の二点 を重視する。

一つ目は, 体験的な学習活動の設定である。 竹田城に

ついての既有の知識や経験が一人一人異な る子 ども たち

が学習問題を共有 し , 同 じ土俵に立っ て解釈を語り 合う

こ と ができ るよ う に, 竹田地域のまちの見学, 市役所, 
地域の人々へのイ ン タ ビュ ーな ど, 体験的 な学習活動 を

取り 入れる。 また, 竹田城の様子については, 映像資料

を活用 し , どの子 ど も も イ メ ー ジを も つこ と がで き る よ

う にし たい。

二つ目は, 「立場軸を取り 入れた思考」 の活用である。 

「立場軸 を取り 入れた思考」 と は, 附属小社会科部が提

案 し ている 「複眼思考」 にかかわる ものであり , 社会事

象の意味や価値を様々な立場から考え るこ と を意味す る。 

竹田地域のまちづ く り には, 朝来市役所職員 , 城下町の

お店の人, 地域の人 と い っ た様々な立場の人がかかわっ

てい る。 立場によ っ て, 様々な考え方がある こ と から , 
立場軸を取り 入れ, 比較 し ながら社会事象を考えてい く

こ と によ り 様々な立場の人の考え方にふれ, 竹田地域の

まちづ く り についてよ り 理解でき るよ う に し たい。 

2.2 単元の指導

単元名 「天空の城 (竹田城) のあるまち ・ 朝来市」

2.2.1 目標

0 竹田城や朝来市の人々の取り 組みに関心をも ち, 自分

が調べたい こ と や追究 し たい問い を も っ て , 学習活動

に参加 し ている。 【社会事象への関心 ・ 意欲】

0 朝来市のまちづ く り に対 して問いをも ち, 仮説や考え

を自分の生活経験や学習経験をも と に表現すると と も

に, 様々な立場に立っ て朝来市のまちづ く り の特色に

ついて考え てい る。 【社会的な思考 ・ 判断 ・ 表現】

0 各種資料を活用 して, 朝来市のまちづ く り について必

要な情報を読み取り , 図や文 を使 っ て ノ ー ト やワ ーク

シー ト な どにま と めるこ と がで き る。

【観察 ・ 資料活用の技能】

0 朝来市は, 行政 ・ 事業者 ・ 地域住民が協力 し ながら ,
竹田城を地域の資源と して保護 ・ 活用 し , まちづ く り

に生か し てい るこ と がわかる。

・ 行政は, 竹田城を国の史跡と し て保護 し ながら , 観

光客 を呼び込み, 地域を活性化 し よ う と し てい る。 

・ 事業者は, 竹田城を資源と し て活用するこ と で観光

客 を呼び込み, 利潤 を追求 し よ う と し てい る。

・ 地域住民は, 竹田城を地域の宝 と し て守り , 多 く の

観光客にマナーを守 っ てほしい と考え てい る。

【社会事象についての知識 ・ 理解】

2.2.2 単元計画 ( 4 頁に掲載) 

2.3 授業の実際

2.3.1 第 1 次 問題設定

まず, 竹田城について知 つてい るこ と を交流 し た。 竹

田城に実際に行 っ たこ と のあ る子 ども は数人で あ っ た も

のの, 多 く の子 ども が C M やテ レ ビ番組な どのメ ディ ア

を通 し て竹田城のこ と を知 つており , 「日本のマチ ユピ

チ ユと 呼ばれてい る」 「雲海がき れい」 と い っ た具体的

な情報が多 く 出てき た。 また, その後, 竹田城を紹介す

る映像資料 を視聴す るこ と によ っ て , 竹田城のつ く り や

歴史な どの概要を知り , イ メ ージを広げるこ と ができ た。

次に, 近年竹田城への観光客が増え ている こ と を示す

資料を提示 し , その背景と それがも たらす影響について
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考え てい っ た。 背景と し ては, 前述 し た C M やテ レ ビ番

組な どのメ ディ アや, ツイ ッ タ 一等の S N S で有名にな っ

たこ と があげ ら れた。 影響につい ては, まず, 「有名に

な る」 「お店がも う かる」 と い っ たよ さ が子 ども た ちか

ら出 さ れた。 し かし , 意見 を交流 し てい く う ちに, 「観

光客が増え るこ と はいいこ と ばかり なのか」 と いう 疑問

が生ま れてき た。 そ れから さ ら に話 し合い を続け てい く

と , 「 ゴミ が増え る」 や 「 城が傷む」 と い っ た意見が出

さ れ, 問題点へも意識が向 く よ う にな っ た。 そこ で , 単

元 をと お し ての学習問題 を 「朝来市の人々は, 竹田城へ

の観光客が増え たこ と に対 し て どのよ う な取り 組みを し

てい るのだ ろ う か。」 と 設定 し , 朝来市の人々の竹田城

に対す る取り 組みについて追究 し てい く こ と に し た。

2.3.2 第 2 次 問題の追究

朝来市の人々の竹田城に対する取り 組みについて調べ

るために, 竹田のまち を見学 し たり , 市役所や地域の人

に話を聞いたり し た。 見学後, 様々な取り 組みについて

各立場主体 (市役所・ 事業者・ 地域住民) 毎に分類 し てい

く こ と によ っ て, 子 ども たちは, 朝来市では行政 ・ 事業

者 ・ 地域住民が協力 し て竹田城に対する取り 組みを行っ

ているこ と を捉え るこ と ができ た (表 1 ) 。 

表 1 朝来市の人々の竹田城に対する取り組み

主体 取り 組み 

市役所 
「天空バス」 の運行 観覧料の徴収 

情報発信 フ ォ ト コ ンテス ト な ど 

事業者 

(商工会) 
グ ッ ズの販売 マ ス コ ツ ト キ ヤラ ク タ 一 

飲食店の誘致 な ど 

地域住民 ガイ ド 清掃活動 杖の製作 な ど 

さ ら に, 取り 組みをま と めてい く 中で出てき た問い を

その後の各時間の学習問題と し , 追究 し てい く こ と にし

た。 第 2 次の 4 ・ 5 ・ 6 時の学習問題はそれぞれ 「なぜ

商工会は駅前に飲食店を呼んだのだろう 。」 (事業者) , 
「 なぜ地域の人は ボラ ン テ ィ ア活動 を行 つてい るのだ ろ

う 。」 (地域) , 「なぜ朝来市は 『天空バス』 の運行を始め

たのだろう 。」 (行政) であった。 そ し て第二次の最後の

学習問題と して竹田城の観覧料徴収について取り 上げた。 

こ の問題を第 2 次の最後に取り 上げたのは, まちづ く り

に重要な観点である 「資源活用」 と 「史跡保護」 につい

て, 観光客や管理す る市な ど様々な立場から考察す るこ

と ができ , 朝来市の竹田城を生かし たまちづ く り につい

て多面的 ・ 多角的にと らえ る こ と ができ る と考え たから

である。 学習問題を 「なぜ, 朝来市は竹田城の観覧料を

取り 始めたのだろう 。」 と 設定 し , 予想, 仮説を立て, 
資料を用いて追究 し た。

そ し て, 本時では, 資料から知 つた事実や考え ら れる

こ と を交流 し合い , 学習問題の解決にせま っ た。 以下, 
本時 (第 2 次 8 時) の交流場面における Tc 記録 (- 
部抜粋) , および, それに対する分析結果を示す (表 2 )。

本時の授業では, 朝来市が観覧料を徴収し始めた理由

につい て, 「観光客の安全確保」 と 「史跡保護」 の観点

から多 く の意見が出た。 具体的には, 「観光客の安全確

保」 では, 通路の整備のための費用 , 「史跡保護」 では

竹田城を修理す る ための費用 な どであ る。 ま た, 300円

と いう 料金設定についても取り 上げ, 「資源活用」 の観

点から も考え るよう にし た。 その中で, 観光客や市といっ

た異な る立場での意見も出て, 観覧料徴収と いう 社会事

象を多面的 ・ 多角的にと らえ るこ と ができ た。 竹田城と

いう 資源を生かし たまちづ く り に対する朝来市の考え方

を理解す るこ と ができ たと考え てい る。

2.3.3 第 3 次 一般化

こ れまでに学習 してきたこ と をま と める活動を行っ た。 

具体的には, 文化的景観や建造物 を有する他の地域の事

例と比較 し , 共通点 を見出すこ と によ っ て, 地域資源を

活用 し たま ちづ く り についてま と めるこ と である。 こ こ

では, 同 じ兵庫県にあり , 世界遺産 「姫路城」 を有す る

姫路市を取り 上げるこ と に し た。 子ども たちは, 朝来市

と姫路市の取り 組みを比較す るこ と によ っ て, 双方 と も

市や事業所, 地域が協力 し てまちづ く り を行っ ているこ

と を と ら え るこ と がで き た。 こ のこ と によ っ て , 地域資

源を生かし たまちづ く り についての知識を一般化する こ

とができた。 (重枝孝明) 

3 読解力形成過程の分析と 評価

3.1 学級全体の読解力形成過程

3.1 .1 本時における読解力形成過程の分析

今回の実践は, 竹田城跡のある朝来市が, 観覧料300 
円 (高校生以上) の徴収を始める。 こ れまで観覧料を徴

収 し ていなかっ たのに, なぜ , 300円 の徴収 を始めたの

か。 その理由に迫るこ と で , 安全性と費用 ( コス ト ) の

問題, 社会におけ る説明責任や根拠づけの重要性につい

て探るこ と が日的である。 その読解過程は, 図 1 「朝来

市が観覧料を徴収し始めた理由」 の読解過程に示す通り , 
安全性 safety, 自然保護 ・ 景観保護 conservation, 費用

cost について , 複数の資料から丹念に読解 し てい る。 

3.1.2 本時における読解力形成と 評価

竹田城跡は, 訪問者が激増 し たこ と によ っ て , 多 く の

問題が発生し ている。 例えば, 竹田城跡周辺の駐車場, 
飲食店, 宿泊施設の不足の間題, 周辺住民への影響 (路
上駐車の増加, 騒音, 通行規制の実施な ど) が出てい る

問題。 来訪者の安全性と対策費用 ( コス ト ) の問題。 城

跡の景観保全 (石垣の一部の崩落危機) の問題な どであ

る。 こ れらの問題解決のための一つの方策が, 観覧料徴

収である。 本時では, 竹田城跡の石垣崩落危機の新聞記

事から , 竹田城跡の石垣の崩落の危機を読解 し , 竹田城

跡の松枯 れの記事から , 竹田城跡の松の木が枯れたり , 
根元を踏ま れて, 地面が荒れたり し てい る様子 を読解 し

て, 安全性確保 と自然 ・ 景観保護のために観覧料を徴収

し始めた理由 を把握 し ている。 竹田城跡を史跡と し て保

護 し たいな ら , 観光客の立ち入り を禁止す ればよいが, 
国の史跡を観光地 (収入源) と し て考え てい る朝来市の

立場があ る。 自然 ・ 景観保護か観光振興かと いう ジレ ン

マについて, 実際に朝来市役所竹田城課の藪脇 さ んの話

を手がかり と し て, 観光地 (市の収入源) と し て期待 し
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2.2.2 単元計画 (全12時間) l-l 学習問題 0 1 時間 ◎ 2 時間

学 習 活 動 教師の働きかけ 評価の視点 

第 1 次 

問 

題 

ール 
ii又 

定 

2 時間 

0 竹田城について知 つてい る こ と を 

出 し合い, 竹田城の概要について 

知る。 

0 竹田城への観光客が増え てい るこ 

と を知り , その背景やそ れがも た 

らす影響について考え る。 

・ 背景 

・ よいこ と 

・ 問題点 

・ 映像資料 を用い る こ と によ っ て , 
竹田城の様子を捉え るこ と ができ 

る よ う にす る。 

・ 竹田城の観光客数の推移を提示し , 
増加の背景やそれがも たらす影響 

について, 予想するこ と によ っ て, 
問題設定につな ぐこ と ができ るよ 

う にする。 

・ 竹田城に関心をも ち, 知 

り たいこ と や調べたいこ 

と を考え てい る。 

・ 資料から必要な情報 を読 

み取 っ てい る。 

l 朝来市の人々は, 竹田城への観光客が増えたこ と に対 し てどのよ う な取 り組みを し ているのだろ う か。 l 

第 2 次 

問 

題 

の 

追 

究 

8 時間 

◎竹田のまち を見学し て話を聞いて 

竹田城に関する朝来市の人々の取 

り 組みについて調べる。 

0 見学したり , 話を聞いたり して, 
得 ら れた成果や問いな どをま と め 

る o 

0 朝来市商工会が, 竹田駅周辺に飲 

食業の店 を誘致 し た理由について 

考え, 話し合う 。 (事業者) 
・ 駅周辺の飲食店の少な さ 

・ 観光客の不満解消 

O 地域の人がボラ ンテ ィ ア活動 を行つ 

てい る理由について考え , 話 し合 

う 。 (地域) 
・ 観光客に来てほ しい と いう 思い 

・ 地域の宝 と し ての思い 

0 朝来市が 「天空バス」 の運行を始 

めた理由について考え, 話し合う。 

(行政) 
・ 交通渋滞の緩和, 路上駐車防止 

・ 市内観光の促進 

◎朝来市が竹田城の観覧料を徴収し 

始めた理由について考え, 話 し合 

う。 (本時 2 / 2 ) 
・ 史跡の修復 

・ 施設整備の充実 

・ 観光客の増加に対する取り 組みに 

着目し て, まちの様子を見学 した 

リ 話を聞いたり するよう に促す。 

・ 取り 組みの主体を分類 し てま と め 

る こ と によ っ て , 行政 ・ 事業者 ・ 

地域住民が一体と な っ て取り 組ん 

でい るこ と が捉え ら れるよ う にす 

る。 

・ 竹田駅周辺の地図や観光客の話な 

どの資料から , 飲食店の少な さ や 

観光客の不満に着目するこ と がで 

き るよ う にする。 

・ 地域の人の話な どの資料から , 観 

光客のためと い う 思い と 地域の宝 

と し ての思いに着目す るこ と がで 

き るよ う にす る。 

・ 交通状況の写真や 「天空バス」 の 

ルー ト な どの資料から , 渋滞や 

駅周辺の観光客の出入り と い っ た 

問題について考え るこ と ができ る 

よ う にする。 

・ 史跡の修復や施設整備の様子な ど 

の資料から , 竹田城を保護 し なが 

ら , 多 く の観光客に来てほ しい と 

いう 朝来市のまちづ く り に対する 

考え方を捉え ら れるよう にする。 

・ ま ちの見学や市役所, 地 

域の方かの話から必要な 

情報 を収集 し てい る。 

・ 行政や商工会, 地域の人々 

の取り 組みについて調べ, 
表にま と めてい る。 

・ 商工会が駅周辺に飲食店 

を誘致 し てい るのは , 観 

光客を呼び込み, 利潤の 

追求を図 っ てい るこ と が 

わかる。 

・ 地域の人がボラ ンテ ィ ア

活動 を し てい るのは , 観 

光客のためであ る と と も 

に, 竹田城は地域の宝で 

あり , 大切に し たい と い 

う 思い を も っ てい るこ と 

がわかる。 

・ 朝来市が 「天空バス」 の 

運行 を始めたのは, 交通 

渋滞の緩和や市内観光の 

促進 を図 る ためで あ る こ 

と がわかる。 

・ 朝来市の人々が, 竹田城 

を資源と し て保護 ・ 活用 

し , まちづ く り に生かし 

てい る こ と がわかる。 

第 3 次 

般 

化 

2 時間 

◎他の地域の事例と比較 し ながら , 
地域資源を活用 し たまちづ く り に 

ついて考え , ま と める。 

・ 文化的景観や建造物を有する他の 

地域の事例と比較する こ と によ つ 

て, 地域資源を活用 したまちづ く 

り についてま と めるこ と ができ る 

よ う にす る。 

・ 地域資源を活用 し たま ち 

づ く り について考え , 表 

現 し てい る。 
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表 2 本時の交流場面における TC 記録と その分析

T C ( T : 教師 C : 子ども) 記録 記録の分析 

T : 資料 をも と にわかるこ と や考え ら れるこ と を考え て 

いきま し よう 。 

C I : 資料 1 で, 土がゆるんで流れたり し たから , 男の 

人が重傷にな っ たから そう い う と こ ろ をき れいにす 

るために も使う と 思います。 

T : 道をき れいにする。 関連 し てい る と こ ろはあり ませ 

んか。 

C 2 : 土がはがれたり し てそう いう ので, 土 と か砂利道 

と かがあれて, そう い う のを直すお金で と っ てい る 

んだと 思います。 

T : 重傷 を負 っ た., と い う 事故も 起こ っ てい た。 と い 

う こ とは, けがをする人がいるから どう しよ う と思つ 

てい るの ? 
C 3 : 道をき れいにする。 

T : 道をき れいにし たり , 直し たり。 そう いう こ と を考 

え てい る。 

(略) 
C 4 : 資料 2 で, 車と か並 んでい る駐車場に, 赤い棒 を 

も っ てい る人がい るから , 人がた く さ ん来す ぎて, 
車の置 く と こ ろ を誘導 し ない と入ら な く な つち ゃう 

く ら いにな っ てい るから。 

C 5 : ガー ドマ ン。 警備員 さ ん。 

T : 警備員 さ んっ て何をする人ですか。 

C 6 : 車を誘導する。 

T : 何のために。 

C 7 : 車が駐車場に満車になって, も し この人がいなかつ 

たら , 路上駐車と か勝手に し て朝来市の人が困 るか 

ら警備員がい る と思います。 

C 8 : 車がいつぱいで, 入り き ら な く なったら事故になつ 

たり す るから い る。 

(略) 
C 9 : 松の木の植え替え をするためだと思います。 

C IO : 資料 3 で , 分かるこ とは, 観光客と かに松が踏ま 

れて , あま り 観光客 に大切に思われてい な く て , 考 

え たこ と は, 例えば, 0 円の博物館と , 500円 く ら 

いの入場料の博物館だ っ た ら , 500円 く ら いの方が 

すご く 大切なものと いう イ メ ージがあっ て, 0 円 だっ 

たら そ んなに大切 じ やない っ て感 じ で , お金 を取 る 

こ と で, 大切と いう イ メ ージができ るから お金を取 

るのだと 思います。 

C I I : 竹田城にあ る も のは大切だ と 思われる ために, 竹 

田城だけ じ やな く て植物も大切だと いう こ と をお客 

さ んに知 つて も ら う ためにお金 を取 っ て , 大切 だ と 

いう こ と を伝え るのだと思います。 

(略) 
C I2 : 資料 4 で, 飛び出し ている石を直すのにお金がい 

るから お金 を取 っ てい るのだと 思います。 

C I3 : 竹田城の石垣はすご く 大事な一部だから , それを 

直すためにお金がい る。 

C I4 : 聞い た話で , 400年前の姿がそのままあ るから , 
大事に し ていかない と そ う い う のがつぶれたら歴史 

みたいのがな く な っ て人気が下がっ たり す る。 立ち 

入り 禁止の柵を作 っ てい るけ ど, 柵を変え たり する 

のも無料で作 れるわけ じ やないから , そ う い う のに 

お金 をためてお く と 思います。 

昨年度から坂道の表面に 

く ぼみがで き , 土で雨が流 

れた り , 石積みがゆる んだ 
_ き けん _ し ・ つげん 

り して歩行危険か所が出現 

していた , 11月19日には , 
てんらく こ し 

坂道から男性が転落 し , 腰 
じ ' う し ' う 

の骨を折る重傷をおっ た , 

2013/11/26 産経新聞より 

【資料 1 】 通路の傷み (写真及び新聞記事) 

' ■ ' 【資料 2 】 警備員によ る交通整理 (写真) 
【資料 1 】 及び 【資料 2 】 は観光客の安全確保に関す 

る も のであ る。 子 ど も た ちは , 観光客の安全 を確保す る 

ために通路を修復 し たり 警備員 を配置し たり すると考え 

た。 

C I は, 観光客が転落し て重傷を負 っ たと いう 事実 を 

資料から読み取り , 修復するこ と の必要性に言及し てい 

る。 C 7 及びC 8 は, こ れまでに学習 したこ と をも と に, 
観光客が増加 し たこ と によ り 駐車場がい つぱいになり , 
路上駐車をす る人が増え , それが事故につながる恐れが 

あ るこ と につい て考え てい る。 

竹田城跡で , 7 本の松の 

木のう ち 2 本がかれている 
かんこ う き やく 

こ と がわかっ た , 観光客に 

根元をふま れるな どし て , 

みきの育ち方のおと ろえが 

日立つと いう , 地面があれ 

たことが原因の一つにもなつ 

てい る と さ れてい る , 

2014/1/24 朝日新聞より 

【資料 3 】 竹田城の松のおと ろ え (写真及び新聞記事) 

【i 

_ ら く 

竹田城跡の石垣が , ほう 落 

するおそれが出て きている , 

く ずれかけているのは城跡 

で最も高い天守台の下にある 

石垣 , はば約 5 m , たて約 3 
m にわたり , 積んである石が 

最大で50cmほど飛び出してい 

るのが見つかっ た , 

2013/6/26 朝日新聞より 

l) 

, 

料 4 】 石:l目の崩落の恐れ (写真及び新聞記
一 
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C I5 : あそこ (朝来市) で話を聞いたと きに, 竹田城は,
姫路城と法隆寺 と同 じ よ う な扱い を し てい る っ てい

う から , 石垣を直すと きに乱暴な扱い を し たら余計

石垣が崩 れたり 石垣の重さ を量るこ と も でき ない っ

て言 っ て たから , そ れで丁寧にす る ために観覧料 を

取 っ てい るのだと 思います。

T : 朝来市の人たち っ て, 竹田城のこ と , 今壊れそう な

のですよ ね, どう し てい こ う と 思 っ てい るので し よ

う か。

C I6 : 大事にし てい く 。 大切にし てい く 。

(略) 

T : 守 る と か安心安全 と かっ ていう キーワー ドが出てき

ま し たが, 実際に, 観覧料で集ま っ たお金 つて どれ

く ら いか分かり ますか。 そ し て , 何に使 っ てい るか

見てみま し よう 。

(略)
T : 収入より も支出, 使う お金の方が多いのですよ ね。 

T : 足 り ないのだっ たら , も っ と観覧料 を300円 と かじ や

なく て1000円とか, 2000円とか, 10000円とかにし
て も いいのではないですか。

C I7 : 1000円と か2000円と かにすると , 高すぎて観光客

の人が来な く な っ て し ま う かも し れない。

C I8 : 観覧料が300円 な ら ま だ来るかも し れないけ ど,
1000円 と か2000円 と かだっ たら高すぎるから お客 さ

んが一例えば, 5 人と かだったら5000円になるから ,
そ れはち よ つと高す ぎだと 言 っ て来な く な るかも し

れないから。 

T : 今は , みんなはこ う やっ て , も っ と 観覧料が高かっ

たら行 っ たり し ないよ っ ていう と こ ろで , 観光客の

立場にな っ て考えま し た。

(略)
T : 朝来市役所の方は, みんなが考えたよう に, 竹田城

を守 っ て安全に観覧 し ながら , 多 く の人に来てほし

い と 考え てい るのかも し れないですね。 

てい る事実と と も に, 公共機関におけ る説明責任 ( アカ

ウ ン タ ビ リ テ イ ー accountability) に も 迫 っ てい る。 公

共機関は, 税金の出資者である市民への公金の使用説明

が求めら れてい る。 竹田城跡を守り ながら多 く の観光客

に安全に観覧 し てほ しい と いう 朝来市の願いがあ る。

関連する事実を正 し く 把握し , 個々の事象を取り 巻く

関連事象 を, 可能な限り 過不足な く 捉え , 全体の事象の

関係性を明 らかに し て, 理由 を解明す る。 本実践では, 
来訪者の安全性と史跡保護のための費用を関連づけて捉

え ら れてい る。 子 どもの的確な読解を促 し , 科学的認識

形成 (理論的知識の習得 ・ 活用) を保証するには, 教師に

よ る発問と資料の提示, 竹田城跡のある竹田地域の実地

【資料 3 】 及び 「資料 4 」 は, 史跡保護に関す る もの

である。 子 ども たちは, 竹田城の石垣が崩落する恐れが

あ っ たり , 松が枯れたり し てい るこ と を示す資料から , 
竹田城を守 っ てい く 必要があるこ と について考え た。

C IO及びC I I は, 単に枯れかけている松を植え替え る

作業にかかる費用のためだけではな く , 観光客に松 も竹

田城の大切な史跡の一部であ る こ と を知 つて も ら い , 観

光客にも史跡 を守 っ てい く 意識 を も っ て も ら う ために観

覧料 を徴収する必要がある と考え てい る。 C I4 は, 竹田

城が傷んでい く こ と によ っ て , 竹田城の人気が下がっ て

しま う こ と から修復の必要がある と考え てい る。 また C 
15 は, 姫路城や法隆寺と同様に竹田城は歴史的に重要な

史跡であり , 大切に保護 し ていかなけ ればな ら ないこ と

に言及し てい る。 

へい せい ねん ど たけ だ じ よ う せきかん ら ん り よ うし ゆう に ゆう お よ し し ゆつ

平成25 年度 竹田城跡観覧料収入及び支出
し ゆう に ゆう あ つ し し ゆつ つ か

収入 (集ま ったお金) 支出 (使 う お金)
かん ら ん り よ う け い び い ん かかり ひ と き ゆう り よ う

観覧料 5120万円 警備員や係の人の給料 2700万円
こ う こ く り よ う

広告料 400万円
せ つ び し ゆ う り ひ

ト イ レなどの設備の修理費 164万円
ゆき たい さ く ひ

雪対策費 38万円
か せ つ ひ よ う

仮設 トイ レ ・ AEDなどの費用 650万円
ばこ そ う じ ど う ぐ だ い

ごみ箱 ・ 掃除道具代 130万円
い し き み ち し ゆう ぜん ひ

石;l日や道の修繕費 2000万円
計 5120万円 計 6038万円

【資料 5 】 平成25 年度竹田城跡観覧料収入及び支出

【資料 5 】 は, 竹田城の観覧料収入及び支出を示した

ものであ る。 子 ども たちは , こ れまで考え てき た 「観光

客の安全確保」 と 「史跡保護」 について, どのよ う にお

金が使われてい るかを実際の支出の内訳を見ながら考え

た。 さ らに, 収入と支出を比較し , 収入の方が少ないこ

と から , 設定 さ れた観覧料の意図について も考え た。

C I7及びC I8は, 観光客の立場から , 設定さ れた観覧

料の理由 を推測 し てい る。 

【写真 1 】 本時の板書記録

見学や調査, 朝来市役所でのイ ンタ ビュ ーな どの体験的

な学習の設定, さ ら には, 「立場軸 を取り 入れた思考」

(観光客の立場, 朝来市役所の人たちの立場) を意識し て

組み入れたこ と が, 朝来市のまちづ く り に関す る本質的

理解を深める手立て と な っ てい る。 (關 浩和) 

3.2 学級及び抽出児の読解力形成結果

ワ ーク シー ト を手がかり と し て

本節では, ワ ーク シート (以下, シート ) を手がかり

に, 学級及び抽出児の読解力形成結果を明らかにす る。 

本研究では, 児童の読解力形成過程がた どれるよ う に, 
シート に毎時記入 させ, ポート フ ォリ オ的に保存 し た。 
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資料 1
竹田城跡の石垣崩落危機の記事 (朝日新聞) 

石垣が崩れてい る

石垣 を直すため

資料 4
駐車場の様子

の

安全性
safety 

) た め

立ち入 り

資料 2
竹田城跡の松枯れの記事 (朝日新聞) 

資料 3
歩行危険箇所の写真と新聞記事 (産経新聞) 

根っ こ が踏まれてい る 虫に食われてい る 転落事故が
l
起き てい る

然
n器, 護 人 ヶ ガ をす る

松 枯れTい る 道が崩れ

「
い る 落の危険があ る

/ 石垣が崩れてい る
禁止

l
の看板=:す

l
る /

l 、、、 / 
自然保護 をす る 景観保護 をす る

l 

t ゼ観覧科をe l,、始0 t i か? 

資料5
平成25年度竹田城跡観覧料収入及び支出

シー ト から , 学習問題に対す る客観的知識の成長が見ら

れるのかを整理 し , 読解力形成過程の評価を行う 。

3.2.1 学級全体の読解力形成結果

こ こ では, シート に記入 さ れた内容を も と に学級全体

(33名) におけ る読解力形成の傾向を提示する。 分析は, 
本単元を通し て重視 した点である立場軸に基づき , 設定

さ れたなぜ疑問に対する仮説や答え を , 複数の立場で記

入しているか, 33名全員のシート を分析 した (表 3 )。

本実践の第 2 次では, 竹田城と 城下町の見学という 体

験的な活動の後に 3 つのなぜ疑問 を設定 し , さ ら にその

3 つから導出 さ れた 「なぜ観覧料 を徴収しは じめたのか」

と いう 中核的な学習問題を設定 し ている。 4 つすべてに

複数の立場で解答した者は25名中14名であり , その全員

が情報の解釈レベルの記述ができ てい る。

第 2 次第 4 ~ 8 時の学習問題では, それぞれ23名 / 27 
名, 20名 / 28名, 24名 / 27名, 20名 / 33名に複数の立場

で解釈 し た記述があり , 本単元で重視 さ れた複数の立場

にた っ て考え させるこ と は概ね成功 し てい る。 ま た, 7 
名が第 3 次で書かせたま と めに推論の省察を記入 し てい

る。 推論の省察は, 竹田城に関す る様々な立場の人々が

行 っ てい る取り 組みの理由 を , こ れまでに授業等 を通 じ

て獲得 し た情報や自身の解釈に基づいて振り 返る推論の

妥当性の判断や, 導き出 し た結論に基づいてこ れから ど

のよ う に取り 組んでいけば良いのかを考え るこ と である。 

例えば, 「竹田城の観光客の人がふえ て , 市役所の人た

ちや地域の人は喜 んでい る と 思っ ていま し たが, 実は竹

図 1 「朝来市が観覧料 を徴収 し始めた理由」 の読解過程

し て ほ しい

石垣や道 を補修す るため

/
竹田城跡の景観 を守っ てい き たい

/ 、、
し てほ しい 多 く の人 に来てほ しい

資料 6
朝来市役所竹田城課の藪脇さんの話

田城がいたんでいて , 石垣 も く ずれそう な と こ ろがあ る

と知つてびっ く り しま した。」 という s.R児 (No.14) は, 
自身が持 っ てい た観光客が増え る と 地域の人は喜ぶも の

だと いう 基礎と し ての概念的知識では説明がつかないこ

と を , 授業で獲得 し た情報から認識す る。 そ し て , 地域

で様々な人々が, 様々な人々のために行 っ てい る取り 組

みの理由がわかる こ と によ っ て , 解釈 コ ー ド を複雑化 さ

せてい る。

3.2.2 抽出児の読解力成長と 社会認識形成と の関係

こ こ では全てについて複数の立場で思考 し てい る14名

の中から , 読解力が形成 さ れ, 社会認識がよ く 育 っ てい

る と考え ら れる児童 0.U 児 (No 7 ) の記述を取り 上げ

る。 そ し て, 社会科固有の読解力形成の方法である , 情

報の収集, 情報の解釈, 推論の省察の 3 つの段階に分類

し (表 4 ) , その形成過程を検討 し たと こ ろ , 資料によ

る情報の収集, 仮説設定によ る情報の解釈を行っ ている

こ と がわかっ た。 ま た, 第 3 次で記入 し た学習のま と め

で , 獲得 し た情報と その解釈を振り 返り , こ れから どの

よ う な こ と に取り 組むのか, なぜ取り 組むのかを書き込

んでい る。 こ れから と るべき行動の根拠を学習内容や経

験から導き出し判断している。

3.2.3 読解力形成に関する評価

複数の立場での思考, そ し て資料からの情報収集, 仮

説設定によ る情報の解釈は概ね成功 し てい る。 しかし , 
33名中 7 名の児童 しか推論の省察が書け ていないのは, 
推論の妥当性を判断 させる記述を教師が促 し ていなかっ
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たから だと推察でき る。 シー ト 記入の際に意図的に記入

させる手立てが求めら れる。 (吉水裕也) 

3.3 読解力形成のための授業構成と 評価

本単元は, 小学校中学年のいわゆる県の学習に位置付

け ら れる。 子 ども たちは, 「県の広がり」 を学習 し た後

に, 本単元 を迎え てい る。 つまり , 県内には様々な地域

があり , 各地域には固有の産業 ・ 特産物や観光名所があ

るこ と を学んでい る。 だが, その割 には単元の導入にぎ

こ ち な さ を感 じ る。 多分, 竹田城の扱いが唐突だから で

はないか。 むろ ん子 ど も たちは , 竹田城をよ く 知 つてお

り , 開, 吉水両氏の分析にあるよ う に本時の展開は効果

的であ っ た。 だが, 単元の授業構成には不満が残 る。 そ

れは竹田城の位置付けに原因があ ると いう のが筆者の見

立てである。 以下, 簡潔に説明 しよ う 。

子 ど も たちは , 何のために竹田城を学ぶかを理解 し て

いない と 思われる。 おそ ら く 「天空の城」 と し て話題に

なり マ ス コ ミ に取り 上げ ら れるから , あ るいは県内の大

切な文化財だから と い っ た理解ではなかろ う か。 だが, 
それでは竹田城の学習に留 ま るか, 同 じ く 城のある姫路

市と の比較から , 文化財を活かし たまちづ く り の学習に

留ま ろう 。 授業者のねらいは, 「まちづ く り」 をめぐ る

多様な立場やジレ ンマ を追究す るこ と で , 現在の日本社

会に普遍的な地域の活性化の問題を考え させるこ と にあっ

たはずである。 では, どう す ればよいのか。

まず, 導入に当たる第 1 次を, 県内のまちづ く り から

始めるべきであろう 。 前単元 と のつながり から , 特産物, 
文化財, 豊かな自然 (温泉や海岸) , スポーツ・娯楽施設

な ど, 多様な手段と方法でまちづ く り を し ているこ と , 
目的は 「人を集め, 金を落と させるこ と」 にあるこ と を

確認する。 その上で, 竹田城を活かそう とする朝来市を

事例と し て取り 上げる。 そ し て, 観光客の増加で困 っ て

い る朝来市の記事 を提示す れば, 「一体 どう い う こ と な

のか, 現地に出かけ て調べてみたい」 と い う 思いが強 く

なり , よ り 追究は深ま っ たのではないか。

次に, 授業者が, 立場軸と称する 3 主体の扱いである。 

こ れを単 な る立場で留 めては意味がない。 農家 ・ 職人・ 

小売店 ・ 会社員 ・ 公務員等の職業とは明確に一線を画し

て, < 公 (市役所) ・ 共 (地域住民, ボラ ンテ ィ ア) ・ 商

(商工会) ・ 私> と いう 社会的立場= 役割と捉えないと , 
構造的な社会認識には繁がら ない。 つまり , 前者では単

に 「立場 (人) によ り い ろ んな考えがあ る」 と いう 人生

い ろい ろのレベルに留ま っ て しまう 。 人間は, 究極的に

は く 私> だが, 公務員 な ら く 公 > の立場で考え ねばな ら

ない し , 商工会や企業の社員なら く 商> の立場で利益 を

追求す る。 だが, < 私> が く 共> の立場で地域のために

参加 ・ 貢献す るこ と もあ る。 社会は, そう し た役割 を遂

行す る主体によ り 成り 立 っ てい るのである。 そのこ と を

学べば, まちづ く り は決し て余所事や他人事ではな く な

り , 自分たちの住むまちへの関心が高ま るはずである。

し たがっ て, 終結部の第 3 次の構成も , 姫路市と の比

較に終わらせず, さ ら に 1 ~ 2 時間を確保 し て加束市の

まちづ く り について考え させれば, 子 ども たちの社会参

表3 シート記述による各時間における児童がと った立場分析結果

( 1 : 一つの立場, 2 : 複数の立場, : 欠席, 網掛けは全て複数, 
番号に付 し た* は第 3 次のま と めで推論の省察を記述し てい る児童) 

学習 

問題 

No 

なぜ天空バ

ス を走 らせ 

たのか 

(n=27) 

なぜボラ ン

テ ィ ア を し 

てい るのか 

(n=28) 

なぜ商工会 

は店をつくっ 

たのか 

(n=27) 

なぜ観覧料 

を徴収 しは 

じめたのか 

(n=33) 
1 2 2 2 
2 2 
3 2 1 2 2 
4 1 2 2 2 
5 1 1 
6 2 2 2 2 

*7 2 2 2 2 
8 2 2 1 1 

*9 2 2 2 2 
*10 2 2 2 2 
11 2 2 1 2 
12 1 
13 2 1 2 1 

*14 2 2 2 2 
15 2 2 2 2 
16 2 2 2 2 
17 2 2 2 2 
18 2 2 2 2 
19 2 2 2 2 
20 2 2 2 2 
21 2 2 1 2 
22 1 
23 2 2 2 2 
24 2 2 1 
25 2 1 2 1 
26 2 2 2 2 

*27 2 1 2 2 
28 2 1 2 1 
29 2 1 2 1 

*30 1 1 2 1 
31 1 1 1 1 

*32 2 2 1 
33 1 

(児童が書いた シート をも と に筆者作成) 

加意識を促す こ と に も な っ たのではないか。

も ち ろ ん, 以上の指摘は, 授業者のねら い を活かす方

向での改善案であり , 第 2 次の本時の授業が示唆するよ

う な, 「文化財 (景観) 保護や安全性と対策費 ( コス ト )」
のジレ ンマ に焦点化 し た単元構成も あり 得 る。 ただ, そ

の場合は社会の普遍的な論争問題の事例と し て, 竹田城

を位置付け るこ と になり , 県の学習からは違 ざかろう 。

(原田智仁) 

4 小括一 成果と課題一

本研究の成果と課題は以下の 3 点である。

第一 は, 竹田城という 話題性に富む事例を取り 上げて, 
まちづ く り のための多様な主体 ( アク タ ー) の取り 組み

を学ぶこ と ができ た点である。 だが, 最終的には公 ・ 共 ・ 

商が互いに協力 しているという 常識レベルの認識に留まっ

た。 む し ろ社会的役割の視点から , そ れぞれの取組みの

く 意味> に注目 させる必要があ っ た と いえ よ う 。

第二は, 多数の観光客の来訪 を願う はずの朝来市が, 
「なぜ竹田城の観覧料を取り 始めたのか ? 」 と いう 主発

問 を設定 し た点である。 そこ には授業者の教材構成の巧

みさがある。 予想通り , 安全性や文化財の保護と コス ト
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表 4 0.U 児のワ ーク シ ー ト記述内容

次 時 読解力形成のための方法 (情報の収集 : 破線, 情報の解釈 : 実線, 推論の省察 : 波線) 
2 4 【資料 1 】 自転車の人もいる し , 歩いている人もいて, その人の横は車 を運転 し ている人がいてあぶない。 

【資料 2 】 道路が じ ゆう たい し てぜんぜん進ま ないから (車に乗 っ てい る人が) 時間のむだ。 竹田城に行け ない。 

【仮説】 お と し よ り と かが登 る と き に , け し き をながめながら , ら く に楽 し く 登 っ てほ し いから。 小 さ い子がい る家族 も登 

る と思う から。 足が悪い人も。 

【ま と め】 かっ てに車を停めて , 人が来な く な っ たり少な く な っ たり し てい く し , 渋滞 し て退屈にな っ たり 疲れたり す る し , 
運転 し てい る人の時間 もむだだから運行 しは じ めたんだと 思います。 

5 【仮説】 お金 をも ら わな く て も , 人が笑顔にな っ て く れたり , 元気にな っ て く れたら , 自分も笑顔にな っ たり パワ ーを も らえ 

るから , 地域の人はボラ ンテ ィ ア活動 を し てい る ん じ やないかな。 

【資料 1 】 竹田城の良さ , し く みを知つても ら う ため。 【資料 2 】 朝来市に竹田城を見に来た人が 「毎日こ こはき れいに し て 

る」 と か 「 ゴミ がな く てす ごい」 っ て言 っ て も らえ てう れし いから毎日毎朝 し てい る。 【資料 3 】 いろい ろ な人が杖 を使 っ て 

楽に登れるよ う に杖を作 っ ている。 【資料 4 】 大切にし ている。 誇り 。 宝物。 シ ンボル。 

【ま と め】 地域の人は竹田城のこ と を誇り に思っ てい る , 宝物だと 思っ ているから , 人が来て も恥ずかし く ないよ う にボラ ン

テ ィ ア活動 し てい るんだと思います。 

6 【仮説】 竹田城を見に来て く れた人がおなかをすかせたま ま帰 らせるのは ダメ だから , お店 を作 つたんだと 思います。 

【資料 1 】 駅の近 く にお店がある。 【資料 2 】 (記載な し) 
【ま と め】 観光客や住人の人たちが竹田城を見に来て , く いを残 らせないよ う にお店 を作 つたんだ と 思います。 

8 【仮説】 竹田城にた く さ ん来て く だ さ っ て , しばふはき たない し , 石がき も持 っ て帰 っ たり す る人がいたり , 人でい つぱいに 

な っ て竹田城から落ち てこ っせつ し た人がい るから危険だ し , し ゆう り と かでお金がい るから。 バス を走 らせるのにお金がい 

るから。 こ れから ま た竹田城が く ずれるかも し れないから。 お金を取る と 大切に思われる。 

【資料 1 】 仮説 : 石が飛び出 し ている っ て書いてあ っ て , そこ を歩いた人がけがをす るかも し れないから , その石 をな く すた 

めに立入禁止に し たと思います。 【資料 2 】 仮説 : 竹田城にい つぱい来て く れた人がそこ をふんで地面があれて し ま っ て松が 

2 本かれて し ま っ たから , それだけ観光客に来て も ら っ てい るのがわかると 思います。 【資料 3 】 仮説 : 坂道で危険だ し , 雨 

ですべり やす く な っ たり , 石積みがゆるんで転落 し た人がいるから , 雨の日や冬の雪の日は危険だなあと 思いま し た。 つながっ 

ているこ とは, 重傷 をおう かも し れない危険性が高いから観覧料 を取り始めたんだと思います。 【資料 4 】 仮説 : 駐車場がいつ 

ぱい。 黒の服 を着 てい る人がガー ドマ ン。 

【ま と め】 なぜ観覧料 を取 っ たかと いう と , 人々の安心や安全 を考え て , こ れから も守 っ てい く ために, 竹田城の観覧料 を取 

り 始めたんだ と思います。 

3 地域の人やボラ ンテ ィ アの人た ちが日本のマチ ユピチ ユと も呼ばれる竹田城を, だれがいつ来て も恥ずかし く ないよ う に掃 

除を し ていたり , 足が悪い人, おと し よ り のお じいち やん, おばあち やんな どが楽に登れるよ う に, 杖 を作 っ たり , 小 さい子 

ど も を連れて き てい る人な どに天空バス を運行 し た り , 来 た人の思い出に残 る よ う に , 人々の工夫で T シ ャ ツ を作 っ た り , 
な どし てい るから , 人々の取り 組みでわかっ たり , 学ぶこ と ができ ま し た。 わた し も何か朝来市の人やボラ ンテ ィ アの人たち 

に喜んで も ら え るこ と な ど, 何か手伝え るこ と があ っ たら手伝いたいので , だれかのために役に立てたら私も う れし い し , 喜 

んで も ら え たら う れしいので , 私もい ろ んなこ と に取り 組めたら う れしいので , それをこ れから頑張 っ てやっ ていき たいと 思 

います。 

の関係をめぐり 子 ども たちは活発に追究 し , 学級全体と

し て複数の立場での思考や仮説設定によ る情報の解釈と

いう 点で読解力形成に成功 し た。 ただ し , 推論の省察に

は失敗 した。 今後は全て子 ども任せにするのではな く , 
意図的に省察を促す手立てが必要であろ。

第三は, 県の学習の延長上に, まちづ く り を位置付け

た点であ る。 県の様子の学習だけでは, 子 ども たちの住

む地域と県 と の関係認識は単な る地理的 , 機能的関係に

留ま る。 そこ にまちづ く り の視点 を加え る と , 他地域の

事例が自分の町の問題と な るだけ で な く , 子 ども たち に

社会参加の意識を育むこ と にも な っ て く る。 その点で , 
本実践は部分的には優れていたが, 単元全体におけ るま

ちづ く り の位置付けに課題が残った。

(原田智仁) 
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